
関門のフグは
おいしい！

日本遺産 「関門“ノスタルジック”海峡～時の停車場、近代化の記憶～」

平成29年4月、日本遺産に認定された
「関門“ノスタルジック”海峡～時の停車場、近代化の記憶～」の中の
構成文化財として「フグ料理」が選ばれました。
そこで、関門エリアに根付いた食文化、
フグ料理の魅力をフルコースでご紹介します。
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今と昔が交差する街、関門で
日本遺産認定のフグ料理を愉しむ。

関門“ノスタルジック”海峡　～時の停車場、近代化の記憶～

平
成
29
年
４
月
28
日
、

「
関
門〝
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
〞海
峡 

〜
時
の
停
車
場
、近
代
化
の
記
憶
〜
」が

日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

 

古
く
か
ら
陸
上
・
海
上
交
通
の
要
衝
だ
っ

た
下
関
と
北
九
州（
門
司
）の
関
門
地
域

に
は
、外
国
船
が
も
た
ら
し
た
舶
来
文
化

が
根
付
き
、狭
い
海
峡
を
外
国
船
が
行
き

交
う
景
観
の
中
に
、日
本
が
近
代
国
家
建

設
へ
向
け
て
躍
動
し
た
時
代
の
レ
ト
ロ
な

建
造
物
群
が
、時
が
停
止
し
た
か
の
よ
う

に
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、伊
藤
博
文
が
春
帆
楼

に
お
い
て
フ
グ
食
を
解
禁
し
て
以
来
、地
元

で
は
フ
グ
を
幸
福
の
福
に
あ
や
か
っ
て「
フ

ク
」と
呼
び
、刺
身
や
鍋
、唐
揚
げ
、白
子
、

ヒ
レ
酒
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
調
理
法
で
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
ち
の
発
展
と
と
も
に

広
ま
っ
た
伝
統
的
な
食
文
化「
フ
グ
料
理
」

は
、こ
の
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
の
一
部

と
し
て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
街
並
み
に
当
時
の
空

気
を
感
じ
な
が
ら
、関
門
に
花
開
い
た
食

文
化
、フ
グ
料
理
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
？

１.写真をスライドしてください
❶旧秋田商会ビルと南部町郵便局
庁舎（下関市）
❷旧門司三井倶楽部 本館、附属屋
（北九州市）
❸旧下関英国領事館（下関市）
❹旧古河鉱業若松ビル（北九州市） 
❺北九州市旧大阪商船（北九州市）
2.フグ料理

日本遺産は、その地域の
歴史的魅力や特色を通じ
て文化・伝統を語るストー
リーを文化庁が認定する
ものです。

１-❶ 旧秋田商会ビルと南部町郵便局庁舎
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明
治
初
頭
に
創
業
し
た
下
関
の
迎
賓

館
。伊
藤
博
文
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

歴
史
上
の
人
物
が
集
っ
た
場
所
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。敷
地
内
の
日
清
講
和
記

念
館
に
は
、講
和
条
約
会
議
で
使
用
さ
れ

た
部
屋
が
再
現
さ
れ
、当
時
を
偲
ば
せ
る

調
度
品
や
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
20
年
、し
け
続
き
で
魚
が
ま
っ
た

く
と
れ
な
か
っ
た
日
に
、「
魚
を
食
べ
た
い
」

と
い
っ
て
春
帆
楼
に
宿
泊
し
た
伊
藤
博
文
。

も
て
な
し
の
料
理
に
困
っ
た
女
将
が
、処
罰

を
覚
悟
の
上
で
当
時
ご
禁
制
だ
っ
た
フ
グ

の
刺
身
を
提
供
し
、そ
の
お
い
し
さ
に
感
動

し
た
伊
藤
博
文
が
、全
国
に
先
駆
け
て
山

口
県
内
で
の
フ
グ
食
を
解
禁
さ
せ
た
と
い

う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

経
済
発
展
を
遂
げ
た
門
司
港
を
代
表

す
る
料
亭
。昭
和
６
年
に
建
て
ら
れ
た
三

宜
楼
は
、現
存
す
る
木
造
三
階
建
て
の
建

屋
と
し
て
は
九
州
最
大
級
の
規
模
を
誇
り

ま
す
。ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
歴
史
を
物
語
る
井

戸
や
欄
間
な
ど
が
今
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。石
庭
に
囲
ま
れ
た
下
地
窓
な
ど
、そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
趣
を
も
つ
和
室
は
全
部
で
4

つ
。か
つ
て
踊
り
や
能
が
披
露
さ
れ
て
い
た

「
百
畳
間
」と
呼
ば
れ
る
大
広
間
は
、三
宜

楼
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
部
屋
と
し
て
今
も

残
っ
て
い
ま
す
。館
内
に
は
、三
宜
楼
と
門

司
港
の
歴
史
が
分
か
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
も

あ
り
、出
光
興
産
創
業
者
の
出
光
佐
三
、

喜
劇
俳
優
の
古
川
ロ
ッ
パ
、俳
人
の
高
浜

虚
子
な
ど
、料
亭
を
利
用
し
た
芸
術
家
や

文
人
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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初代内閣総理大臣・伊藤博文が
愛した名店　下関市 春帆楼

門司港繁栄の歴史が偲ばれる
趣ある料亭　北九州市 三宜楼茶寮

当時の反映を今に伝える歴史的な建築物
北九州市 料亭 金鍋

1.日清講和会議に使用され
た調度品（下関市/日清講和
記念館内）
2.昭和12年頃の春帆楼と
講和記念館（下関市）
3.三宜楼外観（北九州市）　
4.三宜楼百畳間（北九州市）
5.料亭金鍋外観（北九州市）

住所／山口県下関市阿弥陀寺町4-2  TEL／083-223-7181（要予約）
●http://shunpanro.com/

住所／福岡県北九州市門司区清滝3-6-8  TEL／093-321-2651（要予約）
●http://www.shunpanro.com/location/sankirou/

住所／福岡県北九州市若松区本町2-4-22
TEL／093-761-4531（要予約）
●http://www.kinnabe.com/

　明治28年創業。港湾と鉄道整備に伴って拡大した若松の市街地にお
いて、明治、大正時代から営業していた老舗の料亭です。創業当初の建
物は被災したため、明治末から大正初めにかけて現在の建物に再建され、
現在も料亭として使用されています。本館の重厚な黒漆喰の外観と丸太
材を使用した表門は、再建当時の若松の繁栄を今に伝える建築として貴
重な存在となっています。

１

歴
史
的
景
観
と
フ
グ
料
理
を

　
　
　
　
　
　

同
時
に
堪
能
で
き
る
老
舗
を
ご
紹
介
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